
東
金
市
看
護
師
養
成

修
学
資
金
貸
付
条
例

【
第
１
号
議
案
】

東
金
九
十
九
里
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

を
予
定
す
る
市
内
看
護

学
校
等
の
学
生
に
対
し
、

修
学
資
金
を
貸
し
付
け

る
こ
と
に
よ
り
修
学
を

容
易
に
し
、
看
護
師
の

育
成
と
定
着
を
図
る
た

め
、「
東
金
市
看
護
師
養

成
修
学
資
金
貸
付
条
例
」

の
制
定
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
学
童
ク
ラ
ブ

設
置
管
理
条
例

【
第
２
号
議
案
】

平
成
12
年
度
か
ら
行

っ
て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ

を
地
方
自
治
法
に
基
づ

く
公
の
施
設
と
す
る
た

め
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
、
延
長
保

育
の
創
設
と
８
月
期
に

新
た
な
利
用
料
の
形
態

を
導
入
す
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
第
３
号
議
案
】

「
現
下
の
厳
し
い
経

済
状
況
及
び
雇
用
情
勢

に
対
応
し
て
税
制
の
整

備
を
図
る
た
め
の
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
に
よ
り
、

地
方
税
法
等
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関

係
規
定
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
図
る
た
め
、

「
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
の
制

定
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
都
市
計
画
税

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

盧　平成23年 11月 1日 議　会　だ　よ　り 第 149 号

平成 23 年第３回
東金市議会定例会

東
金
市
看
護
師
養
成
修
学
資
金

貸
付
条
例
な
ど
17
議
案
を

可
決
・
同
意

平
成
23
年
第
３
回
東
金
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら

９
月
22
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
24
議
案
と
追
加
議
案
４
件
の

う
ち
、
17
議
案
が
可
決
・
同
意
さ
れ
、
平
成
22
年
度
各
会
計
決

算
認
定
11
議
案
に
つ
い
て
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
付
託
さ

れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
の
発
議
案
１
件
は
可
決
さ
れ
、
陳
情
３
件

の
う
ち
１
件
が
継
続
審
査
、
２
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
各
会
派
か
ら
代
表
質
問
を
４
名
、
関
連
質

問
を
９
名
、
個
人
質
問
を
６
名
が
行
い
、
市
政
全
般
に
つ
い
て

の
議
論
が
行
わ
れ
、
こ
の
内
13
名
が
今
定
例
会
か
ら
導
入
さ
れ

た
一
問
一
答
方
式
で
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議

案

の

概

要

新
し
い
条
例

議会を傍聴しましょう 【傍聴席は６０席です】
次の定例会は、11月 28日（月）10時から開会される予定です。（受付は 8時 30分から）また、請願・陳情の提出期限は、11月 21日（月）です。
詳しくは議会事務局まで　　電話０４７５－５０－１１８１

市議会 

改
正
す
る
条
例

学童クラブの一コマ

今年の市
民体育祭

 

みなさん
地区の代

表として
 

いい汗流
しました

（東金ア
リーナ陸

上競技場
） 

チーバ君も登場！ 



平
成
22
年
度
東
金
市

ガ
ス
事
業
会
計
決
算
の

剰
余
金
１
億
４，

８
６

８
万
２
千
円
の
処
分
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。（継

続
審
査
）

平
成
23
年
度
東
金
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

【
第
18
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
１
７

０
億
５，

１
０
０
万
円

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
３，

４
１
０
万
６

千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
１
７
１
億
８，

５
１
０
万
６
千
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
第
19
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
４
億

１，

０
７
９
万
３
千
円

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

74
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
４
億
１，

１
５
３
万
９
千
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）【

第
20
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
31
億

４，

６
０
０
万
円
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
７

４
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
31
億
５，

０
７
４
万
１
千
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

介
護
予
防
支
援
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
第
21
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
１，

４
０
０
万
円
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
46
万
８
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
を
１，

４
４
６
万

８
千
円
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

【
第
22
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
15
億

６，

５
６
６
万
８
千
円

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
９
０
万
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
15
億
７，

４
５
６
万
８
千
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
第
23
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
２
億

７，

５
４
０
万
３
千
円

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
０
０
万
円
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
を
２

億
７，

１
４
０
万
３
千

円
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

ガ
ス
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

【
第
24
号
議
案
】

ガ
ス
料
金
の
検
針
・

集
金
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
、
期
間
を
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
、
限
度
額
を
１
億

４，

５
７
８
万
２
千
円

と
す
る
債
務
負
担
行
為

を
設
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
外
三
市
町
清

掃
組
合
と
東
金
市
と

の
災
害
に
よ
る
一
般

廃
棄
物
処
理
事
務
の

委
託
に
関
す
る
規
約

の
制
定
に
関
す
る
協

議
　
【
第
６
号
議
案
】

東
金
市
外
三
市
町
清

掃
組
合
が
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
発
生
し
た

東
金
市
内
の
一
般
廃
棄

物
の
処
理
を
東
金
市
に

委
託
す
る
た
め
、「
東
金

市
外
三
市
町
清
掃
組
合

と
東
金
市
と
の
災
害
に

よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理

事
務
の
委
託
に
関
す
る

規
約
」
の
制
定
に
関
し

て
東
金
市
外
三
市
町
清

掃
組
合
と
協
議
し
よ
う

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選

任
　
【
第
25
号
議
案
】

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
で
あ
る

櫻
井
昌
博
氏
を
引
き
続

き
当
該
委
員
と
し
て
選

任
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
原
案
同
意
）

教
育
委
員
会
の
委
員

の
任
命【

第
26
号
議
案
】

教
育
委
員
会
の
委
員

で
あ
る
飯
田
秀
一
氏
を

引
き
続
き
当
該
委
員
と

し
て
任
命
し
よ
う
と
す

る
も
の
。
（
原
案
同
意
）

教
育
委
員
会
の
委
員

の
任
命【

第
27
号
議
案
】

教
育
委
員
会
の
委
員

で
あ
る
村
井
文
彦
氏
が

退
職
さ
れ
る
た
め
、
小

高
き
み
江
氏
を
新
た
に

当
該
委
員
と
し
て
任
命

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
原
案
同
意
）

人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
　
【
第
28
号
議
案
】

人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
て
い
る
長
嶋
光

太
郎
氏
を
引
き
続
き
当

該
委
員
と
し
て
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
た
め
議

会
の
意
見
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
同
意
）

東
金
市
議
会
会
議
規

則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
の
制
定

【
発
議
案
第
１
号
】

定
例
会
の
一
般
質
問

に
お
い
て
一
問
一
答
方

式
を
導
入
す
る
に
あ
た

り
、
議
員
か
ら
の
質
問

に
対
し
て
論
点
や
争
点

を
明
確
に
す
る
た
め
、

執
行
部
（
答
弁
者
）
に

反
問
す
る
権
利
を
付
与

す
る
た
め
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

「
子
ど
も
・
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
」
導
入

に
反
対
す
る
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
第
22
号
】

（
不
採
択
）

公
設
公
営
保
育
所
へ

の
特
定
財
源
の
復
活

に
関
す
る
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
第
23
号
】

（
継
続
審
査
）

県
の
「
児
童
福
祉
施

設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
」
の

条
例
化
に
あ
た
り
市

町
村
が
独
自
に
設
定

し
て
い
る
上
乗
基
準

な
ど
の
反
映
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情

【
陳
情
第
24
号
】

（
不
採
択
）

第 149 号 議　会　だ　よ　り 平成23年11月 1日　盪

補

正

予

算

そ

の

他

人
事
に
関
す
る
議
案

発

議

案

請
願
・
陳
情

※お知らせ
公職選挙法では、議員等は「選挙区内にある者に対し、いかなる名義をもってするを問わず、寄附をしてはならない。」とされていることから、東金市議会

では、虚礼廃止を徹底すべく申し合わせています。

【
第
４
号
議
案
】

「
現
下
の
厳
し
い
経

済
状
況
及
び
雇
用
情
勢

に
対
応
し
て
税
制
の
整

備
を
図
る
た
め
の
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
に
よ
り
、

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
関
係

規
定
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
図
る
た
め
、「
東

金
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
の
制
定
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
特
別
職
の
職

員
等
の
給
与
、
旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
第
５
号
議
案
】

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」

が
全
部
改
正
さ
れ
て

「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
と

し
て
施
行
さ
れ
、
体
育

指
導
委
員
に
代
わ
り
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
置

か
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

非
常
勤
職
員
の
報
酬
を

定
め
る
規
定
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
図
る
た

め
、「
東
金
市
特
別
職
の

職
員
等
の
給
与
、
旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
の
制
定
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

※
10
月
31
日
か
ら
11
月
２

日
ま
で
の
間
に
開
催
す
る

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

場
で
審
議
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
東
金
市

一
般
会
計
決
算
の
認

定
　
【
第
７
号
議
案
】

歳
入
総
額
が
１
９
１

億
８，

３
４
６
万
１
千

円
と
な
り
、
歳
出
総
額

が
１
８
３
億
７，

１
７

６
万
２
千
円
と
な
っ
た

平
成
22
年
度
東
金
市
一

般
会
計
決
算
に
つ
い
て

議
会
の
認
定
を
求
め
る

も
の
。

（
継
続
審
査
）

平
成
22
年
度
東
金
市

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認

定

【
第
８
号
議
案
】

歳
入
総
額
が
66
億
６，

５
１
５
万
４
千
円
と
な

り
、
歳
出
総
額
が
65
億

１，

４
０
１
万
３
千
円

と
な
っ
た
平
成
22
年
度

東
金
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算
に

つ
い
て
議
会
の
認
定
を

求
め
る
も
の
。（継

続
審
査
）

平
成
22
年
度
東
金
市

老
人
保
健
特
別
会
計

決
算
の
認
定

【
第
９
号
議
案
】

歳
入
総
額
が
１，

３

９
８
万
６
千
円
と
な
り
、

歳
出
総
額
が
１，

３
９

８
万
６
千
円
と
な
っ
た

平
成
22
年
度
東
金
市
老

人
保
健
特
別
会
計
決
算

に
つ
い
て
議
会
の
認
定

を
求
め
る
も
の
。

（
継
続
審
査
）

平
成
22
年
度
東
金
市

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
決
算
の
認
定

【
第
10
号
議
案
】

歳
入
総
額
が
４
億
３

６
１
万
３
千
円
と
な
り
、

歳
出
総
額
が
３
億
９，

８
０
７
万
７
千
円
と
な

っ
た
平
成
22
年
度
東
金

市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
決
算
に
つ
い
て

議
会
の
認
定
を
求
め
る

も
の
。

（
継
続
審
査
）

平
成
22
年
度
東
金
市

介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
決
算
の
認
定

【
第
11
号
議
案
】

歳
入
総
額
が
29
億
９，

２
７
０
万
９
千
円
と
な

り
、
歳
出
総
額
が
29
億

９，

１
７
０
万
５
千
円

と
な
っ
た
平
成
22
年
度

東
金
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
に
つ
い

て
議
会
の
認
定
を
求
め

る
も
の
。
（
継
続
審
査
）

平
成
22
年
度
東
金
市

下
水
道
事
業
特
別
会

計
決
算
の
認
定

【
第
12
号
議
案
】

歳
入
総
額
が
18
億
７，

０
４
９
万
２
千
円
と
な

り
、
歳
出
総
額
が
18
億

５，

８
６
８
万
４
千
円

と
な
っ
た
平
成
22
年
度

東
金
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
決
算
に
つ
い
て

議
会
の
認
定
を
求
め
る

も
の
。

（
継
続
審
査
）

平
成
22
年
度
東
金
市

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認

定
　
【
第
13
号
議
案
】

歳
入
総
額
が
２
億
６，

２
２
４
万
４
千
円
と
な

り
、
歳
出
総
額
が
２
億

５，

５
１
８
万
５
千
円

と
な
っ
た
平
成
22
年
度

東
金
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
決
算
に

つ
い
て
議
会
の
認
定
を

求
め
る
も
の
。（継

続
審
査
）

平
成
22
年
度
東
金
市

病
院
事
業
特
別
会
計

決
算
の
認
定

【
第
14
号
議
案
】

歳
入
総
額
が
９
億
３，

６
９
９
万
５
千
円
と
な

り
、
歳
出
総
額
が
９
億

３，

６
９
９
万
５
千
円

と
な
っ
た
平
成
22
年
度

東
金
市
病
院
事
業
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て
議

会
の
認
定
を
求
め
る
も

の
。

（
継
続
審
査
）

平
成
22
年
度
山
武
郡

市
予
防
接
種
健
康
被

害
調
査
特
別
会
計
決

算
の
認
定

【
第
15
号
議
案
】

歳
入
総
額
14
万
２
千

円
、
歳
出
総
額
が
０
円

と
な
っ
た
平
成
22
年
度

山
武
郡
市
予
防
接
種
健

康
被
害
調
査
特
別
会
計

決
算
に
つ
い
て
議
会
の

認
定
を
求
め
る
も
の
。

（
継
続
審
査
）

平
成
22
年
度
東
金
市

ガ
ス
事
業
会
計
決
算

の
認
定【

第
16
号
議
案
】

収
益
的
収
支
の
収
入

11
億
５，

５
５
０
万
７

千
円
、
支
出
10
億
３
０

９
万
円
、
資
本
的
収
支

の
収
入
１，

１
８
８
万

６
千
円
、
支
出
１
億
９，

４
０
８
万
１
千
円
と
な

っ
た
平
成
22
年
度
東
金

市
ガ
ス
事
業
会
計
決
算

に
つ
い
て
議
会
の
認
定

を
求
め
る
も
の
。

（
継
続
審
査
）

平
成
22
年
度
東
金
市

ガ
ス
事
業
剰
余
金
の

処
分

【
第
17
号
議
案
】

決
算
の
認
定

太陽光発電の補助制度を予算化
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※第1号議案　東金市看護師養成修学資金貸付条例の制定について
問 第一条の規定は城西国際大学だけが対象で、千葉県中の学校や養成所も対象
にできないのか。
答 現行では城西国際大学だけが対象であるが、東金市内にほかの学校ができれ
ばそれも対象にする。また、地方独立行政法人のほうで全国の看護学校を対象
に募集をしている。
問 修学資金はなぜ百万円にしたのか。また、東金市での募集をなぜ15人にし
たのか。
答 近隣の医療機関では百万円と決定しており、城西国際大学ではそれが相場と
なっているので、東金市もそれに合わせた。また、日本看護協会のデータなど
によると、毎年12％程度が退職するという数値が出ていることから、その分
の補充として東金市15人と地方独立行政法人15人の合計30人分については奨
学金を設けて確保することとした。

※第18号議案　平成23年度東金市一般会計補正予算（第3号）について
問 農業用施設災害復旧費補助金の補助率とその理由は。

答 市からの補助率は２分の１である。農業施設への国・県の補助率は３分の２
であり、市もそれに合わせた補助で対応することを考えたが、市単独で補助す
るものについては２分の１程度のものが多いことから、現在の財政状況を見て
補助率を２分の１で決定した。
問 東金中学校の建て替えについて、一次・二次の耐震診断を実施したうえで決
定をしていくということだが、二次診断で建て替えをしなくても大丈夫という
規定値が出た場合には国や県から補助金が得られない状況になると思うが、そ
れでも市は独自で建て替えに向けていくのか。
答 東金中学校については、第三期基本計画の中で平成26・27年度に基本設計、
実施設計をすると位置づけているが、東日本大震災が発生し、学校教育問題検
討懇談会から上がってきた話を受けて、市長部局では前倒しを前提に建て替
え・耐震を検討することになった。補助の関係から、二次診断を実施していな
いと補助対象にならないということなので、前倒しを前提にして二次診断の補
正をお願いした。仮にこれを実施してＩｓ値が規定値を超えた場合には耐震改
修、いわゆる補強工事をするのが原則であり、建て替えを行うとしても補助は
得られないが、今回の診断結果を見て協議、検討したい。

＜総務常任委員会＞ 9月14日開催

※第2号議案　東金市学童クラブ設置管理条例の制定について
問 第八条第四号で、正当な理由なく利用料を滞納したときとあるが、正当な理
由とはどういった判断か。
答 災害や事故、雇用者側の都合による失職、または疾病など本人の責に帰する
ことが出来ない理由等により一時的に支払いが出来ない状態になった場合を想
定している。
問 午後７時まで延長保育をした場合の管理責任はどうなのか。
答 今後７時までの延長保育を実施した場合においても、小学校教員の最終の退
勤時間は殆どの日において、午後７時以降であり、警備対応については現状と

変わらないものである。また、学校行事等で教員の退勤時刻がずれた場合は、
小学校より借用している警備キーで対応する。

※第20号議案　平成23年度東金市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
について
問 介護保険システム保守委託料の積算根拠は。
答 住民基本台帳法の改正に伴うシステムの改修作業で主なものとして仮住
民票のセットアップ、法施行時のセットアップ、帳票等のプログラム修正、
住民基本台帳との連携に係る作業等である。

＜文教厚生常任委員会＞ 9月15日開催

※第 6号議案東金市外三市町清掃組合と東金市との災害による一般廃棄物処
理事務の委託に関する規約の制定に関する協議について
問 市の防災計画に災害ゴミの対応マニュアルはあるのか。
答 阪神淡路大震災を期に国県の指導により平成18年に震災廃棄物処理計画を
策定している。
問 清掃組合で受入れられないゴミの種類とその理由は。
答 今回の災害ゴミは総量670トンを見込んでおり、コンクリートや瓦は処理で
きない。また木屑等は焼却処理は可能だが、清掃組合の通常業務に影響が出て
しまい、また国からも極力リサイクルする旨の指導もあるため、再生材として
の活用を考えている。

※第22号議案「平成23年度東金市下水道事業特別会計補正予算（第２号）につ
いて

問 浄化センター中継ポンプ場の保守点検業務の委託料の積算方法とそれが適正
なものであるか。
答 国が保守点検業務に関する指針を作成しており、その積算基準を基に予定価
格を設定していることから適正と考えている。

※第24号議案「平成 23年度東金市ガス事業会計補正予算（第１号）につい
て
問 ガス料金の検針・集金業務委託の契約単価の妥当性とこれまでの単価の推移
は
答 実績のある２社の見積りを参考に査定しており妥当と考えている。また単価
については、平成14年から16年までが３百円台であったが、17年以降２百円
台前半の数値で推移している。

＜建設経済常任委員会＞ 9月16日開催

◇各常任委員会での主な質疑の概要



問
　
市
政
運
営
方
針
の
中
に
、

新
た
な
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
と
し
て
「
新
し
い
公
共

の
時
代
へ
立
ち
向
か
う
た
め

の
行
政
の
体
質
変
換
を
図
る

第
一
歩
と
す
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、
行
政
の
体
質

変
換
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

答

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
と
考
え
る
。
今
後
は
、

行
政
の
み
な
ら
ず
市
民
、
各

種
団
体
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
の

協
働
に
よ
り
、
市
民
や
地
域

の
や
り
た
い
こ
と
、
行
政
課

題
の
解
決
な
ど
、
行
政
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
「
新
た
な
公
共
」

と
し
て
協
働
の
推
進
を
図
り
、

公
共
の
担
い
手
と
な
り
活
動

を
す
る
方
々
の
育
成
、
活
動

支
援
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
市
職
員
は
常
に
時
代

潮
流
を
踏
ま
え
た
高
い
意
識

を
持
ち
、
資
質
向
上
に
努
め

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
各

種
研
修
制
度
の
創
意
工
夫
は

も
と
よ
り
、
現
在
の
人
事
評

価
を
時
代
に
即
し
た
新
た
な

視
点
を
加
え
た
評
価
と
な
る

よ
う
見
直
し
、
体
質
変
換
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
医
師
・
看
護
師
確
保
、

国
の
医
療
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

資
金
の
使
い
方
、
近
隣
病
院

と
の
協
力
体
制
構
築
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
24
時
間
体
制
に
医

師
56
人
で
の
対
応
で
疲
弊
し

な
い
か
、
併
せ
て
伺
い
た
い
。

答

医
師
・
看
護
師
確
保
に

つ
い
て
は
、
９
月
下
旬
に
千

葉
大
学
医
学
部
教
授
会
の
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、

当
医
療
セ
ン
タ
ー
理
事
長
か

ら
年
度
別
の
要
望
を
行
う
と

こ
ろ
ま
で
現
在
進
ん
で
い
る
。

医
療
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

４
億
６，

５
０
０
万
円
に
つ

い
て
は
既
に
確
定
し
、
県
の

９
月
補
正
予
算
で
予
算
化
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

近
隣
病
院
と
の
協
力
体
制

に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー

理
事
長
が
山
武
郡
市
医
師
会

に
加
入
し
、
そ
の
中
で
協
議

し
て
お
り
、
市
と
し
て
は
山

武
地
域
医
療
協
議
会
も
含
め

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
24
時
間
体
制
に
つ

い
て
、
計
画
の
策
定
に
千
葉

大
や
現
場
の
先
生
方
が
入
り

体
制
を
整
え
て
お
り
、
無
理

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
本
年
度
、
市
長
は
、
教

育
施
設
の
建
て
替
え
や
耐
震

補
強
な
ど
の
安
全
・
安
心
、

教
育
へ
の
取
り
組
み
を
最
重

要
施
策
と
位
置
づ
け
た
が
、

３
月
の
東
日
本
大
震
災
を
受

け
て
、
市
に
お
い
て
は
何
か

再
検
討
し
た
点
や
変
更
点
が

あ
る
か
。

答

課
題
と
な
っ
て
い
る
東

金
中
学
校
の
耐
震
対
応
は
、

昨
年
末
に
出
さ
れ
た
東
金
市

学
校
教
育
問
題
検
討
懇
談
会

か
ら
の
「
早
急
に
設
計
業
務

に
入
る
べ
き
」
と
の
答
申
を

重
く
受
け
と
め
る
と
と
も
に
、

東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況

を
見
き
わ
め
、
生
徒
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
と
い
う

思
い
で
、
今
年
度
当
初
か
ら
、

問
　
６
月
議
会
で
提
案
し
た

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
導

入
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
を

伺
う
。
ま
た
災
害
時
で
も
地

上
の
影
響
を
受
け
な
い
衛
星

回
線
を
利
用
し
た
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
導
入
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

次
に
市
民
の
様
々
な
学
習

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
市
の
各
部

局
の
業
務
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
、

職
員
を
講
師
と
し
た
住
民
へ

の
出
前
講
座
の
体
制
づ
く
り

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答

エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提

供
し
て
い
る
自
社
独
自
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
も
そ
の
効
果
を
含
め
検

討
中
で
あ
る
。
ま
た
衛
星
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
通

信
体
制
の
構
築
の
参
考
と
な

る
こ
と
か
ら
今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
。

次
に
出
前
講
座
に
つ
い
て

は
、
市
民
へ
の
市
事
業
や
施

策
の
情
報
伝
達
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
新
行
財
政
改
革

計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
事
業

の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
て

お
り
、
本
年
度
中
に
制
度
化

を
し
、
来
年
度
中
に
は
実
施

す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
る
。

問

６
月
議
会
で
は
、
東
金

市
も
放
射
能
に
汚
染
は
さ
れ

て
い
る
が
、
問
題
が
あ
る
数

値
で
は
な
い
と
市
長
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
市
内
に
お
け

る
汚
染
の
状
況
を
伺
う
。

答

清
掃
組
合
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
焼
却
灰
に
つ
い
て

は
、
６
月
28
日
に
採
取
し
た

焼
却
灰
が
５
９
０
ベ
ク
レ
ル
、

焼
却
飛
灰
が
２
１
８
０
ベ
ク

レ
ル
、
溶
融
ス
ラ
グ
は
３
４

６
ベ
ク
レ
ル
で
、
こ
の
値
は
、

環
境
省
の
埋
め
立
て
基
準
値

の
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

で
あ
る
た
め
適
正
に
処
理
し

て
い
る
。
下
水
処
理
場
の
脱

水
汚
泥
は
、
５
月
17
日
か
ら

６
月
10
日
ま
で
、
及
び
６
月

10
日
以
降
の
受
け
入
れ
基
準

を
超
え
た
６
月
21
日
か
ら
６

月
24
日
ま
で
に
発
生
し
た
汚

泥
１
４
３
ト
ン
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
災
害
対
策
本
部
か
ら

示
さ
れ
た
方
針
が
再
利
用
し

て
生
産
す
る
セ
メ
ン
ト
は
百

ベ
ク
レ
ル
以
下
で
あ
る
た
め
、

セ
メ
ン
ト
会
社
か
ら
受
け
入

れ
が
拒
否
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
ま
た
８
月
か
ら
の
空
間

庁
内
関
係
部
局
に
よ
る
学
校

施
設
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
学

区
や
施
設
の
適
正
規
模
等
、

将
来
的
な
生
徒
推
計
及
び
財

政
推
計
な
ど
、
財
政
運
営
の

維
持
、
補
助
制
度
の
動
向
も

見
な
が
ら
、
耐
震
対
応
の
規

模
、
着
手
時
期
な
ど
の
検
討

を
進
め
、
今
後
、
随
時
庁
議

に
諮
り
な
が
ら
方
向
を
見
き

わ
め
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

市
と
し
て
の
結
果
を
出
し
て

い
き
た
い
。

問

平
成
21
年
の
道
路
交
通

法
改
正
に
よ
り
児
童
・
幼
児

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力

義
務
化
さ
れ
た
。
ま
た
京
都

府
で
は
、
６
歳
児
未
満
の
自

転
車
同
乗
幼
児
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
義
務
化
を
条
例
で
定

め
て
い
る
。

市
に
お
い
て
も
第
４
次
東

金
市
交
通
安
全
計
画
に
お
い
て

自
転
車
の
安
全
利
用
促
進
の
観

点
か
ら
幼
児
の
着
用
を
掲
げ
て

い
る
が
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に

よ
り
衝
撃
が
３
分
の
１
程
度
に

抑
え
ら
れ
る
と
の
デ
ー
タ
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
対
象
を
全
て
の

自
転
車
利
用
者
と
す
べ
き
と
思

う
が
如
何
か
。

答

道
路
交
通
法
に
お
け
る

改
正
、
ま
た
そ
れ
を
受
け
て

の
京
都
市
の
取
り
組
み
も
先

進
的
な
事
例
と
し
て
伺
っ
て

い
る
。

市
と
し
て
は
、
住
民
の
生

命
あ
る
い
は
身
体
の
安
全
の

た
め
に
広
報
な
ど
を
活
用
し
、

ま
ず
は
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

条
例
制
定
は
検
討
課
題
と
し

た
い
。

ン
ド
型
の
交
通
を
ベ
ー
ス
に

来
年
10
月
施
行
に
向
け
協
議

を
進
め
て
い
る
。

次
に
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

足
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
計
画
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
民
間
事
業
者
を
基
本
に

進
め
て
い
る
が
、
市
の
医
療

セ
ン
タ
ー
推
進
課
が
県
の
バ

ス
協
会
と
参
入
に
関
す
る
協

議
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中

で
は
秋
口
ま
で
に
は
詳
細
は

別
と
し
て
、
参
入
へ
の
方
向

性
が
示
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を

地
域
公
共
交
通
会
議
の
計
画

に
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

放
射
線
量
は
、
県
貸
し
出
し

測
定
器
に
よ
り
、
ほ
ぼ
毎
週

市
内
５
ヶ
所
を
測
定
し
て
い

て
、
０
・
05
か
ら
0.1
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
で
文
科
省
の
示

す
数
値
以
下
で
あ
る
。
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市
政
に
関
す
る
一
般
質
問 

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問 

無
理
の
な
い
医
療
体
制
の
構
築
を

志
政
会
　
広
田
　
幸
吉

地域医療
「
新
し
い
公
共
」
へ
の
体
質
変
換
と
は

志
政
会
　
伊
藤
　
博
幸

行 財 政

市役所１階ロビーで本会議をご覧いただけます。
現在、議会中継放映の試行として、市役所庁舎内に限って議場の中継放映を行っています。
市役所１階のロビーに設置されたテレビで、本会議の様子をご覧いただくことができます。

耐震対応の協議が進められている東金中学校

市
民
へ
の
情
報
伝
達
の
充
実
を

公
明
党
　
佐
竹
真
知
子

防災・防犯

震
災
後
の
教
育
施
設
整
備
の
見
直
し
は

志
政
会
　
前
嶋
　
里
奈

防災・防犯

問

東
日
本
大
震
災
を
契
機

に
、
家
の
耐
震
性
が
気
に
な

り
始
め
た
人
も
多
い
と
思
う
。

災
害
か
ら
住
民
の
命
を
守
る

こ
と
は
自
治
体
の
責
務
で
あ

る
。
耐
震
改
修
工
事
の
費
用

が
心
配
と
た
め
ら
う
住
民
の

背
中
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、

耐
震
改
修
助
成
制
度
の
創
設

と
あ
わ
せ
、
地
域
の
職
人
さ

ん
の
仕
事
確
保
に
も
つ
な
が

る
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設
を
再
度
求
め
る

が
見
解
を
伺
う
。

答

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
と
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
あ
わ
せ
て
、
国
県

な
ど
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

市
内
業
者
を
施
工
者
と
し
た

耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た
者

に
対
す
る
補
助
制
度
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
耐
震
改
修
工

事
の
助
成
制
度
を
立
ち
上
げ

た
後
に
、
順
次
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
の
助
成
に
つ
い
て

も
、
国
の
補
助
制
度
及
び
、

近
隣
市
町
村
の
動
向
も
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
般
住
宅
の
耐
震
化
の
促
進
を

日
本
共
産
党
　
前
田
　
京
子

防災・防犯

原
発
事
故
に
よ
る
市
内
の

放
射
能
汚
染
状
況
は

社
会
民
主
党
　
水
口
　
　
剛

防災・防犯

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
検
討
状
況
は

陵
志
会
　
塚
瀬
　
一
夫

交　　通

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

推
進
の
た
め
条
例
策
定
を

公
明
党
　
中
丸
　
悦
子

交　　通 問

こ
の
７
月
開
催
し
た
地

域
公
共
交
通
会
議
で
の
検
討

事
項
を
伺
う
。
ま
た
来
年
度

施
行
に
向
け
、
こ
の
計
画
が

順
調
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

次
に
東
金
九
十
九
里
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
業
が
平

成
26
年
４
月
の
予
定
だ
が
、

交
通
会
議
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
こ
れ
に
間
に
合
う
の
か

伺
う
。

答

７
月
の
会
議
で
は
、
今

後
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

そ
の
具
体
的
な
方
針
の
確
認

を
行
っ
た
。
ま
た
来
年
３
月

に
は
計
画
策
定
を
完
了
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
デ
マ



セ
ン
タ
ー
を
一
般
社
団
法
人

へ
移
行
す
る
場
合
の
期
限
ま

で
の
２
年
間
も
地
代
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
、

値
上
げ
と
な
れ
ば
破
産
も
想

定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中

で
東
金
市
の
特
徴
と
し
て
、

そ
の
必
要
性
を
認
識
し
、
市
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置
づ
け
る
こ
と
で
管
理
の
負

担
も
少
な
く
な
る
と
思
わ
れ

る
た
め
検
討
願
う
。

答

現
在
、
市
内
に
は
８
カ

所
の
忠
魂
碑
が
あ
り
、
明
治

時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
昭
和
28
年
頃
の
建
立
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
区
長
会
や

遺
族
会
支
部
な
ど
が
行
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
修
繕
等
の
要

望
・
相
談
は
受
け
て
い
な
い
。

今
後
は
、
地
元
遺
族
会
等
、

忠
魂
碑
を
維
持
管
理
し
て
い

る
方
々
か
ら
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
協
議
し
て
い
き
た
い
。

忠
魂
碑
の
老
朽
化
対
策
を
求
め
る

蒼
政
会
　
大
野
　
政
廣

健康福祉問

市
内
に
は
、
各
地
区
に

忠
魂
碑
が
あ
り
、
遺
族
会
等

で
維
持
管
理
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
建
立
後
相
当
の
年
月

が
経
過
し
、
今
回
の
地
震
で

も
亀
裂
が
入
る
な
ど
、
か
な

り
傷
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
、
修
繕
や
建
て
替

え
が
必
要
な
時
期
を
向
か
え

る
が
、
各
地
区
の
負
担
で
の

対
応
は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
市
と
し
て

の
予
算
措
置
を
考
え
ら
れ
な

い
か
伺
う
。
な
お
、
要
望
で

は
あ
る
が
、
費
用
的
に
難
し

い
場
合
は
、
市
と
し
て
一
つ

の
場
所
を
忠
魂
碑
と
し
て
位

産
物
の
供
給
に
寄
与
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
経

済
効
果
は
、
道
路
建
設
に
よ

る
年
間
総
効
果
額
を
７
億
７

千
８
百
万
円
と
見
込
ん
で
お

り
、
主
に
は
輸
送
効
果
等
、

営
農
の
走
行
経
費
削
減
効
果

で
３
億
４
千
５
百
万
円
、
一

般
交
通
等
経
費
削
減
効
果
で

３
億
１
千
２
百
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

問

鴇
ヶ
嶺
の
森
公
園
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
議

会
で
も
質
問
を
し
、
基
金
に

よ
る
整
備
を
予
定
し
て
い
る

旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
こ

の
１
年
、
余
り
進
ん
で
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

内
部
検
討
を
２
回
程
行
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
八
鶴
湖

や
雄
蛇
ヶ
池
の
整
備
が
進
ま

な
い
中
、
市
の
観
光
資
源
と

し
て
そ
の
有
用
性
を
認
識
し

て
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
取
り
組
み
を
望
む
が

見
解
を
伺
う
。

答

本
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
13
年
に
基
本
設

計
を
策
定
し
た
が
、
そ
の
後

の
経
済
状
況
や
市
の
財
政
状

況
、
ま
た
推
進
母
体
と
な
っ

て
い
る
「
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
市
民
の
会
」
の
会
員
の
高

齢
化
等
も
あ
り
活
動
量
が
落

ち
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

今
後
、
整
備
検
討
会
議
に

お
い
て
具
体
的
な
検
討
に
入

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
年

内
を
目
途
に
検
討
結
果
を
取

り
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
の
工
程
と

し
て
は
、
概
ね
10
年
後
の
姿

を
想
定
し
た
計
画
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

緑
花
木
セ
ン
タ
ー
の
検
討
の
現
状
は

蒼
政
会
　
今
関
　
正
美

産業振興

問

今
年
度
、
広
域
営
農
団

地
農
道
整
備
事
業
の
計
画
最

終
年
度
を
迎
え
る
が
、
未
整

備
区
間
も
あ
り
、
事
業
目
的

も
不
明
確
に
感
じ
る
。
今
後

の
計
画
延
長
に
あ
た
っ
て
は
、

産
業
振
興
策
と
し
て
の
価
値

を
十
分
精
査
し
、
経
済
効
果

が
出
る
よ
う
願
う
。

答

事
業
の
目
的
は
、
こ
の

地
域
が
水
稲
、
野
菜
、
植
木

の
産
地
を
形
成
し
広
域
営
農

団
地
と
し
て
ま
と
ま
り
、
土

地
基
盤
整
備
が
一
体
的
に
行

わ
れ
、
農
業
用
水
も
両
総
用

水
が
ほ
ぼ
全
域
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
基

幹
農
道
を
整
備
す
る
こ
と
で

京
浜
京
葉
地
区
へ
の
農
産
物

流
通
等
が
向
上
し
、
新
鮮
農

有
害
鳥
獣
駆
除
に
補
助
制
度
を

公
明
党
　
布
施
　
栄
亮

産業振興

人
口
５
万
９，

４
０
４
人
に

対
し
て
２
万
４，

６
５
３
人

が
接
続
可
能
で
、
普
及
率
は

41．
５
％
で
あ
る
。

下
水
道
の
面
整
備
に
つ
い

て
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
が
著
し
い
た
め
、
改
築

更
新
工
事
の
見
通
し
が
立
っ

た
時
点
で
、
認
可
取
得
区
域

な
ど
の
面
整
備
の
着
手
を
考

え
て
い
る
。

公
共
下
水
道
区
域
及
び
農

業
集
落
排
水
事
業
区
域
以
外

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。

問

農
業
用
排
水
路
の
水
質

汚
濁
は
、
生
活
排
水
な
ど
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
排
水
が
原

因
で
あ
り
、
農
業
用
水
を
守

る
た
め
に
も
、
下
水
道
事
業

は
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
本

市
の
下
水
道
事
業
の
普
及
率

は
何
％
く
ら
い
整
備
さ
れ
て

い
る
か
。
今
後
、
拡
大
、
拡

張
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
事
業
を
普
及
促
進

し
な
い
場
合
は
、
他
の
代
替

方
法
、
例
え
ば
合
併
浄
化
槽

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答

公
共
下
水
道
は
、
平
成

22
年
度
末
に
お
い
て
、
行
政

の
関
与
を
残
し
、
市
が
事
業

主
体
と
な
り
土
地
を
借
り
上

げ
、
施
設
を
整
備
し
指
定
管

理
者
に
よ
る
運
営
を
考
え
て

い
る
。
今
後
は
地
権
者
と
の

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

て
制
度
化
し
て
お
り
、
補
助

基
準
や
要
件
等
を
定
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
地
元

を
初
め
県
と
も
協
議
を
し
な

が
ら
、
対
策
事
業
の
活
用
の

可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

現
在
、
市
が
管
理
し
て

い
る
公
園
の
数
と
そ
の
年
間

の
管
理
費
は
。
ま
た
管
理
委

託
の
契
約
方
法
は
入
札
か
、

随
意
契
約
か
伺
う
。

次
に
公
園
の
あ
り
方
と
し

て
、
当
初
の
公
園
形
態
を
維

持
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、

高
齢
化
や
社
会
情
勢
の
変
化
、

ま
た
利
用
度
や
防
犯
上
の
観

点
か
ら
見
て
、
特
に
東
金
中

央
公
園
等
の
形
態
を
変
え
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

答

市
内
の
公
園
の
数
は
70

カ
所
あ
り
、
そ
の
管
理
委
託

料
は
４，

２
０
０
万
円
で
、

入
札
で
執
行
し
て
い
る
。

公
園
施
設
は
、
利
用
形
態

や
周
辺
の
状
況
、
社
会
の
状

況
に
よ
っ
て
使
い
や
す
い
よ

う
に
変
え
て
い
く
べ
き
と
は

感
じ
て
い
る
が
、
現
在
、
東

金
中
央
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
計
画
の
予
定
は
な
い
。
但

し
防
犯
対
策
上
、
園
内
樹
木

の
選
定
・
伐
採
を
行
い
、
ま

た
、
見
通
し
の
良
い
公
園
作

り
を
心
が
け
て
お
り
、
今
後

も
時
代
の
状
況
に
合
わ
せ
て

少
し
ず
つ
変
え
て
い
き
た
い
。

問

市
内
の
各
区
か
ら
道

路
・
水
路
等
の
整
備
な
ど
文

書
要
望
が
多
く
あ
る
と
思
う

が
、
過
去
か
ら
の
要
望
件
数

と
、
出
来
な
か
っ
た
件
数
を

伺
う
。
ま
た
、
要
望
に
対
す

る
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
に

決
め
る
か
伺
う
。

答

平
成
15
年
度
か
ら
22
年

度
の
８
年
間
の
要
望
件
数
は

５
５
８
件
あ
り
、
こ
の
内
完

了
し
た
件
数
は
２
８
２
件
で
、

達
成
率
は
50．
５
％
、
未
完
了

件
数
は
２
７
６
件
で
あ
る
。

ま
た
要
望
内
容
が
、
側

溝
・
水
路
の
浚
渫
や
草
刈
等

の
職
員
で
直
接
処
理
で
き
る

軽
易
な
も
の
か
ら
、
道
路
拡

幅
工
事
、
地
域
内
浸
水
被
害

の
解
消
な
ど
多
大
な
工
事
費

や
長
期
間
の
年
月
を
要
す
る

規
模
の
大
き
な
も
の
ま
で
幅

広
く
あ
る
た
め
、
優
先
順
位

は
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、

修
繕
工
事
で
対
応
可
能
な
も

の
や
、
ま
た
規
模
の
大
き
い

要
望
は
予
算
規
模
を
考
慮
し

な
が
ら
、
緊
急
性
及
び
危
険

性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
し

て
対
応
し
て
い
く
。

問

経
営
組
織
の
改
編
協
議

を
進
め
て
い
る
緑
花
木
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の

よ
う
な
組
織
形
態
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
進
め
方

が
、
行
政
主
導
的
で
、
セ
ン

タ
ー
の
存
続
を
願
う
方
々
の

考
え
方
や
姿
が
見
え
て
こ
な

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、

今
後
の
見
通
し
や
進
め
方
を

伺
う
。

答

緑
花
木
セ
ン
タ
ー
の
検

討
は
、
こ
れ
ま
で
３
年
間
、

「
自
分
達
が
中
心
に
な
っ
て
や

っ
て
行
こ
う
」
と
い
う
方
々

が
集
ま
り
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
今
年
に
入
り
現
敷
地
の

地
代
の
値
上
げ
要
請
を
受
け

た
こ
と
で
、
現
在
検
討
は
ス

ト
ッ
プ
し
て
い
る
。
ま
た
本

経営組織の改変と再整備の検討が進められている緑花木センター

経
済
効
果
の
出
せ
る
広
域
農
道
を

東
金
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
斉
藤
　
範
吉

産業振興問

近
年
、
松
之
郷
区
や
源

地
区
に
お
い
て
有
害
鳥
獣
で

あ
る
カ
ラ
ス
や
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
産
物
被
害
が
増
加
し

て
い
る
が
、
そ
の
駆
除
の
状

況
を
伺
い
た
い
。
ま
た
今
年

松
之
郷
区
に
て
試
験
的
に
田

ん
ぼ
に
「
電
気
柵
」
を
使
用

し
た
と
こ
ろ
、
駆
除
効
果
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
、
設
置

要
望
も
多
い
。
そ
こ
で
こ
の

電
気
柵
設
置
へ
の
補
助
制
度

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
あ

た
っ
て
は
、
農
産
物
の
生
育

時
期
や
被
害
の
状
況
を
考
慮

し
、
猟
友
会
と
の
連
携
・
協

力
の
も
と
捕
獲
時
期
や
場
所

な
ど
を
決
定
し
、
実
施
し
て

い
る
。
昨
年
度
は
５
月
か
ら

８
月
ま
で
の
間
で
カ
ラ
ス
３

１
２
羽
を
捕
獲
し
、
ま
た
通

年
で
行
っ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

を
９
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
１
頭

を
捕
獲
し
た
。

次
に
電
気
柵
設
置
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
県
が
有
害

獣
被
害
防
止
対
策
事
業
と
し 現在、整備を進めている広域農道

鴇
ヶ
嶺
の
森
公
園
を
観
光
資
源
に

蒼
政
会
　
宮
山
　
　
博

観　　光

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
公
園
に

清
風
会
　
小
倉
　
治
夫

都市整備

下
水
道
事
業
の
市
内
の
普
及
率
は

清
風
会
　
松
戸
　
　
進

建　　設

区
か
ら
の
要
望
へ
の
対
応
状
況
は

清
風
会
　
宍
倉
　
敬
文

建　　設

※紙面の都合上、代表質問、個人質問の一部について要旨を掲載しています。詳細については、図書館・中央公民館及び市役所情報公開コーナーにて「会議録」
の閲覧、または、東金市ホームページより会議録検索システムでご覧ください。（11月上旬発刊・掲載予定）
会議録検索のホームページアドレス http://www.kaigiroku.net/kensaku/togane/togane.html

地区要望で整備された排水路
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休
止
し
て
い
る
。
農
業
集
落

排
水
は
平
成
21
年
度
に
福
岡

地
区
の
事
業
が
完
了
し
た
が

新
規
事
業
は
難
し
く
整
備
済

み
の
区
域
内
の
接
続
促
進
に

努
め
た
い
。
今
後
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
整
備
を
補
助

制
度
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら

推
進
し
て

い
き
た

い
。公

共
下

水
や
農
業

集
落
排
水

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を

陵
志
会
　
石
田
　
　
明

環　　境

学
区
編
成
に
は
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
の
か

陵
志
会
　
石
渡
　
徹
男

教　　育

東
金
中
学
校
の
第
二
次
耐
震
診
断
を
す
る

経
緯
と
認
識
は

陵
志
会
　
清
宮
　
利
男

教育施設

問

今
後
の
公
共
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
・
合
併
浄
化

槽
の
各
事
業
の
方
針
を
伺
う
。

ま
た
こ
の
３
事
業
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
今
後
合
併
処
理

浄
化
槽
に
関
す
る
見
直
し
や

補
助
体
制
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。

答

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
が
著
し
い
た
め
改
築
更
新

工
事
が
早
急
の
課
題
で
あ
る
。

面
整
備
に
つ
い
て
は
費
用
の

面
で
難
し
い
た
め
当
分
の
間

※正・副議長及び議会運営委員長については、運用により一般質問を差し控えることとなっています。

が
ピ
ー
ク
時
と
比
べ
二
千
三

百
六
十
三
人(

35.

７
％)

減
少
す

る
よ
う
だ
が
、
統
廃
合
を
含

め
た
学
区
の
見
直
し
を
す
る

場
合
の
一
定
基
準
を
伺
う
。

答

市
で
は
、
修
学
区
域
に

関
す
る
法
律
に
基
き
小
学

校
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
通
学

問

他
の
自
治
体
で
は
、
学

区
を
廃
止
し
て
自
由
選
択
制

度
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
と
聞
く
が
、
実
施
し

た
場
合
の
問
題
点
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
伺
う
。
ま
た
児

童
・
生
徒
数
推
移
表
に
よ
る

と
平
成
28
年
度
に
は
生
徒
数

あ
っ
た
こ
と
か
ら
懇
談
会
の

答
申
を
踏
ま
え
、
学
校
施
設

検
討
会
議
を
立
上
げ
、
建
て

か
え
の
準
備
と
し
て
文
科
省

の
事
業
認
定
に
必
要
な
第
二

次
耐
震
診
断
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

今
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し

て
新
た
に
同
中
学
校
の
耐
震

診
断
業
務
委
託
料
が
約
一
千

百
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

本
来
で
あ
れ
ば
文
科
省
の
事

業
認
定
に
必
要
な
第
二
次
耐

震
診
断
を
答
申
前
に
行
う
必

要
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ

の
認
識
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
と
市
長
に
伺
う
。

答

平
成
18
年
度
に
文
科
省

よ
り
「
19
年
以
降
の
事
業
認

定
申
請
に
は
耐
震
診
断
を
採

択
の
前
提
と
す
る
」
旨
の
方

針
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
東

金
中
と
源
小
の
第
一
次
耐
震

診
断
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

建
て
か
え
の
対
象
と
な
る
構

造
耐
震
指
標
Is
値
0.3
を
東
金

中
が
大
き
く
下
回
る
０.

17
で

て
い
る
。
な
お
、
合
併
浄
化

槽
へ
の
公
費
負
担
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
転
換
補
助
に
加

え
、
維
持
管
理
費
用
へ
の
補

助
を
実
施
の
方
向
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

は
、
初
期
投
資
に
係
る
公
債

費
が
過
大
で
あ
る
た
め
、
共

に
一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の

繰
り
入
れ
に
よ
り
事
業
を
継

続
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、

公
債
費
も
減
少
に
転
じ
て
き

す
る
学
校
を
保
護
者
及
び
子

ど
も
達
に
指
定
し
て
い
る
。

ま
た
自
由
選
択
制
度
に
つ
い

て
は
、
特
定
の
学
校
へ
児

童
・
生
徒
が
集
中
し
た
場
合

に
少
数
と
な
っ
た
学
校
の
運

営
が
難
し
く
な
る
こ
と
や
通

学
距
離
が
遠
い
子
ど
も
達
へ

の
バ
ス
対
応
等
の
課
題
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
方

式
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

次
に
複
式
学
級
等
を
導
入

す
る
場
合
の
一
定
基
準
に
つ

い
て
は
、
答
申
の
中
に
小
中

学
校
の
人
数
を
示
し
て
い
る

が
、
東
上
総
地
域
の
各
学
校

の
状
況
か
ら
割
り
出
し
た
数

値
で
あ
り
法
的
な
基
準
で
は

な
い
。

問

東
金
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
昨
年
末
に
東
金
市
学
校

教
育
問
題
検
討
懇
談
会
か
ら

「
東
金
中
学
校
は
、
現
在
の
位

置
に
生
徒
数
に
見
合
う
規
模

で
建
て
か
え
、
早
急
に
設
計

に
入
る
べ
き
」
と
の
答
申
を

受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

・入札制度のあり方について
・総合交通について 〔総合交通〕
・消防団員活動のあり方と報酬・消防活動に係る課題について 〔消防訓練〕
・排水整備事業における農業との兼ね合いについて
・合併浄化槽推進のあり方について 〔下水処理施設における汚泥の放射能汚染〕
・少子化に伴う改革について 〔東金中学校建設〕〔丘山小学校進入路〕
・いじめに対する状況とアンケート結果について
・学校給食申込制度の結果について 〔給食費未納の解決方法〕
・歴史と地理の教科書の採択について 〔市の教育の方向性〕

・平成23年度市政の運営方針について　
・本年度予算の執行状況について

〔安心・安全の街づくり〕〔健康づくりと福祉の充実〕
・市民との協働によるまちづくりの現状について

〔まちの駅の現状〕〔「やっさまつり」の反省点と今後の課題〕
・事業資金融資及び利子補給の現状について
・東日本大震災後の本市における防災対策の今後の取り組み方について
・小中学校における東日本大震災後の防災教育の現状について
・今後の取り組みについて 〔地域と連携した防災教育について〕
・東金九十九里地域医療センターの地域への経済的効果について

〔医師・看護師の確保〕〔国の医療再生プログラム資金の使い道〕
〔院内保育所定員〕〔医療センターの送迎バス運用〕〔近隣病院との協力体制構築の
進捗状況〕

・防災計画の進捗状況と見直しの重点事項について
・第４次東金市交通安全計画の高齢者と子どもの安全確保について
・家康おなり４００周年事業計画の進捗について
・市内の忠魂碑の老朽化に伴う修繕について
・鴇ヶ嶺の森公園計画の進捗状況について 〔鴇ヶ嶺の森公園計画の今後〕
・緑花木センターの進捗状況について 〔事業主体と事業計画〕

〔市の関与の度合い〕〔センター存続は、市民要望か、市主導か〕

・市長の１３年間の実績において、職員との話し合いを持っているのか（各種施策及
び課題等に関して十分議論しているのか）
・総合計画の計画推進に際して、とん挫あるいは断念した理由は

〔計画推進における市長と職員との意見交換の必要性〕
・下水道事業は市内何％（普及率）整備出来ているか
今後、拡大・拡張する考えがあるか
普及促進しない場合は、他の代替方法（合併処理浄化槽）は考えないのか

〔委託状況〕〔普及率（接続率）向上対策〕
・八鶴湖、雄蛇ヶ池の整備における現在の進捗状況について
今後の整備のスケジュールは
雄蛇ヶ池４００周年での、イベント等実施の考えは

〔公園の管理〕〔八鶴湖の浄化〕〔市主導による整備推進〕

・地方自治体におけるＰＲＥ戦略について
・バリアフリー化と耐震、耐久性について
・東金市在住の外国人の為の窓口等について
・ＪＩＵとの交流について
・本市におけるゴミの減量化について
・クリーンセンターの将来像についての本市の考え方について
・自然エネルギーの獲得について
・東金市の今後のエネルギーへの見通しについて
・ヘルメットの着用への推進と条例策定について

・宣伝効果で地元農産品の販売拡大について
・カラスの駆除、イノシシの駆除について
・地域連携保全活動における市としての取り組みについて
・校舎の耐震化における今後の見通しについて
・統廃合等の検討結果について

・第４次東金市交通安全計画における
ドクターヘリ事業の推進・信号機のＬＥＤ化・高齢運転者等専用駐車区間制度・救
助・救急活動の充実について
・災害時の通信について　・出前講座について
・市政だより到達率向上に向けての方法等について
・防災シンポジウムにおける市民の要望について
・被災者支援の「食べて応援しよう」キャンペーンについて
・非常勤職員の採用について
・第２期東金市障害者計画の特別支援教育について
・コーディネーターの役割・専門性をどう高めるか・全教員への研修計画・支援シス
テムの確立・県立東金特別支援学校との連携
・認知症予防の充実における高齢者への聴覚チェックについて
・防災甲子園の取り組み　・防災教育を各学校で見直した点は
・学校施設の整備において緊急提言を受けての本市の課題について

・東日本大震災による被害と復旧状況と防災の見通しについて
住宅、道路、河川等のインフラの被害と復旧状況
他県からの避難者対策（応急仮設住宅、児童）
放射能汚染状況　　・放射能対策の指針
監視体制、正確な情報提供　・非核都市宣言との関連
・政府地震調査研究推進本部の資料と当市の見方について
・津波ハザードマップと防災について
・地震と建替えについて（学校施設、市庁舎、中央公民館、図書館）
・避難収容所の運営・管理、避難所としての体制について
・県立東金病院の災害拠点としての機能　地域の医療機能について
・山武長生夷隅地域医療再生計画の圏域における救急医療の拠点整備事業について
・東金九十九里地域医療センターの評価委員会報告について
国・県における意見交換について
・生活保護の状況（被保護者世帯・人員、類型別世帯）について
福祉資金貸付（生活資金）について

・一般住宅の耐震化促進について
・学童保育における午後７時までの開設時間の延長について
・介護保険法の改正について　
・介護保険料の改定について
・東金九十九里地域医療センターの
医師確保について　　看護師確保について　
救命救急センターに対する財政支援について

・東金九十九里地域医療センター計画について
医師・看護師確保における組織・職位の役割と責任及び今後のアクションプランについて
・地域医療ニーズと医療センターの役割について　
・地域医療における地域連携について
・農林業振興政策の主要目標と課題と今後のアクションプランについて
・商工業振興政策の主要目標と課題と今後のアクションプランについて
・職員・児童の安全確保と今後の耐震化について
避難場所指定について
・牛ふん堆肥の放射能汚染の原因及び影響と今後の対策について

【陵志会】
代表質問者
石　田　　　明

関連質問者
清　宮　利　男
石　渡　徹　男
塚　瀬　一　夫
一問一答方式

【志政会】
代表質問者
伊　藤　博　幸

関連質問者
前　嶋　里　奈
広　田　幸　吉
一問一答方式

【蒼政会】
代表質問者
大　野　政　廣

関連質問者
宮　山　　　博
今　関　正　美
一括質問方式

【清風会】
代表質問者
松　戸　　　進

関連質問者
宍　倉　敬　文
小　倉　治　夫
一括質問方式

【公明党】
個人質問者
中　丸　悦　子
一問一答方式

【公明党】
個人質問者
布　施　栄　亮
一問一答方式

【公明党】
個人質問者
佐　竹　真知子
一問一答方式

【社会民主党】
個人質問者
水　口　　　剛
一問一答方式

【日本共産党】
個人質問者
前　田　京　子
一問一答方式

【東金市民フォーラム】
個人質問者
斉　藤　範　吉
一問一答方式

要旨　※〔 〕は関連質問要旨 通告者

平成23年第 3回（9月）
東金市議会定例会に通告された一般質問の項目 （通告順に掲載）

改築更新工事を進めている浄化センター施設
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